無人航空機向けシステム同定の研究 : 連続系伝達関数の開ループ同定 by 上羽  正純 & 山下  智也
無人航空機向けシステム同定の研究 : 連続系伝達
関数の開ループ同定



















                  上羽 正純（もの創造系領域 教授）     



































 𝑋 𝑋  
−𝑔
57.3























] 𝛿𝑒 (1) 
 
2.2 対象の航空機  








図 1 対象とするラジコン機 
表 1 ラジコン機の物理特性 
機体重量(kg) m 1.90 
翼面積(  ) S 0.364 









𝜃𝑡 = −[𝑎1𝜃𝑡−1 +⋯+ 𝑎𝑛𝜃𝑡−𝑛] + 𝑏0𝛿𝑒𝑡 + 𝑏1𝛿𝑒𝑡−1⋯+ 𝑏𝑛𝛿𝑒𝑡−𝑛   

























・計測時間 10 秒～50 秒 
・入力 M 系列入力（-1°～1°） 
4.2 シミュレーション結果 
上記条件を用いてシミュレーションを行った結果のうち，計測時間 20 秒，50 秒の結果をそれ
ぞれ図 2，図 3 に示す． 
図 2，図 3 より，1Hz 以上の高周波数領域のゲイン曲線は，オリジナルのゲイン曲線とよく一
致している．またノイズ分散値 1.0°では低周波数領域の共振点が推定できていない． 
計測時間 20 秒（図 2）において，観測ノイズ分散値 0.001°，0.01°のケースでオリジナルの
ゲイン曲線とよく一致していることがわかる．計測時間を 50 秒（図 3）とした場合，観測ノイズ
分散値 0.001°では推定できたが，20 秒時に推定できていた観測ノイズ分散値 0.01°について精
度が下がった． 


































 無人航空機としてラジコン機を対象に，その縦系のダイナミクスを逐次最小 2 乗法で推定し，
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